
 

 

令和６年度宮城県 食育・食生活実態調査について（案） 

 

１ 調査の目的 

本調査は、県民の食育や食生活に関する実態・課題を把握し、次期宮城県食育推進計画の基礎デー

タとする他、県健康増進計画等の県の健康関係計画の進捗状況の確認等に活用する。また、県や市町

村の食育・栄養施策のより効果的な実施に反映するもの。 

 

２ 実施主体   宮城県、県内全市町村 

 

３ 調査時期   令和６年１０月～１１月 

 

４ 調査対象 

（１） 対象地区等  

対象市区町村 県内全市区町村 
対象者 満２０歳以上の男女（約５，０００～７，０００人） 

回収率の目標 ５０％（２，５００～３，５００人） 

 

（２）対象者選定方法 

各市町村の住民基本台帳より無作為抽出を行う。 

 

５ 調査方法 

調査票を対象者に郵送で配布し、郵送又は電子申請システムでの回答とする。 

 

６ 調査項目 

（１）簡易型自記式食事歴法質問票（BDHQ）調査 

性別、生年月日、身長、体重、妊娠授乳の有無のほか、過去１か月の乳類、肉類、野菜、果物、菓

子類、麺類、飲み物等の食物摂取頻度、平均的な１日のご飯と味噌汁の摂取量等に関する質問票調査

とする。 

 

（２）食育・食生活等意識調査 

県民の食育及び食生活等について、無記名の自記式質問紙調査とする。 

【食育・食生活等意識調査の項目】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 大項目 小項目 

１ 基本情報 性別、年齢、身長、体重、雇用形態、同居人数 

２ 食生活について 食意識について 

食行動について 

３ 食育について 関心について 

共食について 

４ 食環境について 食品へのアクセスについて 

情報へのアクセスについて 

５ その他（世帯主のみ回答） 収入、非常用食品の用意 
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７ 調査体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 結果集計・解析 

厚生労働省「都道府県健康・栄養調査マニュアル」に基づき，集計解析を行う。 

   調査データの入力は業務委託により行い、結果の集計・解析は大学からの助言の下に健康推進課

が行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 結果の活用 

 （１）次期宮城県食育推進プラン策定及び進捗状況の確認 

（２）みやぎ２１健康プラン等県の健康に関する各種計画の進捗状況のモニタリング 

（３）市町村や保健所における市町村別、圏域別での食育・栄養施策の推進 

（４）データからみたみやぎの健康への掲載 

 

 

 

 

宮城県保健福祉部健康推進課 

調査の企画・立案、調査実施（調査対象地区の指

定、調査対象者及び市町村への協力依頼、調査票

の郵送）まとめ、結果返却 

市町村 

調査実施（調査対象者名簿の作成）、 

結果の活用 

宮城県食育推進会議 

調査内容等への助言 

宮城県保健福祉部健康推進課 

データ提供、分析・公表 

（業務委託） 

回答内容データ化、集計、栄養価計算、 

個別結果作成 等 

県内大学（仮） 

データ分析への助言 


